
東京六稜俱楽部講演会 2024.12.18

野村 良太

•1994年 大阪府豊中市出身 札幌市在住

•小中高と9年間野球部 北野高校125期

•北海道大学ワンダーフォーゲル部62代主将

•日本山岳ガイド協会認定
登山ガイドステージⅡ・スキーガイドⅠ
北海道山岳ガイド協会所属



北海道分水嶺縦断計画

•北海道を南北に連なる稜線を一つなぎに

•最北端の宗谷岬から南端の襟裳岬まで

•総距離670㎞の間に街は無い

•いくつかの峠を以外ひたすらに山岳地帯



※NHK番組公式HPより引用



お二人の言葉
•「これは比類のない美しいルートだ。」

『果てしなき山稜』志水哲也著

•「完全単独ワンシーズンであれば、極地の単独
歩行横断に匹敵する、最も困難で素晴らしい記
録になることは間違いない。(中略)これからの
若き岳人に期待している。」

『北の分水嶺を歩く』工藤英一著



2022年2月26日8時
最北端の宗谷岬を出発



2022年4月29日14時
南端の襟裳岬に到達



日記のこと

•50000分の1地形図(全27枚)の裏に

•最初のころはあっさりと

•次第に文字数が増えてくる

•停滞中の暇つぶし

•空腹を紛らわせるために

•毎日コツコツ最終的に約60000字



NHK『白銀の大縦走』放送
2022年
第27回植村直己冒険賞！受賞

2024年10月 初の書籍

『「幸せ」を背負って
積雪期単独北海道
分水嶺縦断記』発売中

詳しくはNHKオンデマンドへ…



その後のこと…①

2023年春
ネパールヒマラヤ未踏峰

ジャルキャヒマール(6473m)へ…

ネパールと中国の国境上にある未踏峰
同世代の4人組で

隊長はヒマラヤキャンプOB

詳しくはNHKオンデマンドへ…



その後のこと…②

2024年秋

ネパールヒマラヤ

マナスル(8163m)へ…

世界第８位の高峰(全14座)

日本人のよって初登頂(1956年)

秋の登山が主流(エベレストの前哨戦)



グレートヒマラヤトレイル
1700㎞



冬季TJAR
日本海～
太平洋へ
415㎞
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